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合川IJ枝光台週一欝

7世紀中隕～末

合川町古宮地区

7世紀末～8世紀中頃

合川町阿弥陀地区

8世紀中頃～10世紀前半

朝妻町三丁野地区

10世紀前半～11世紀後半

欄井IJ横遍週区
11世紀後半～12世紀後半

福
岡
県
の
南
西
部
付
近
は
筑
後
国
と
呼
ば

れ
て
い
ま
し
た
。古
代
の
筑
後
国
を
統
括
し
た

行
政
機
関
が
「
筑
後
国
府
」
で
す
。筑
後
国
府
は
、

今
か
ら
千
三
百
年
ほ
ど
前
の
七
世
紀
末
頃
に

作
ら
れ
、
そ
れ
か
ら
約
五
百
年
も
の
問
、

合
川
・

朝
妻

・
御
井
町

一
帯
に
広
が

っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
貨
重
な
文
化
迫
産
で
あ
る
筑
後
国
府
に

つ
い
て
、

最
新
の
情
報
を
提
供
す
る

『筑
後
国

府
通
信
』
の
第
九
号
を
お
届
け
し
ま
す
。
今
年

は、

発
掘
調
査

の
開
始
か
ら
約
五
十
年
目
を
経

過
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
今
回
は
、
約
五
十
年
に

わ
た
る
発
掘
調
査

の
歩
み
を
振
り
返
っ

て
み

た
い
と
思
い
ま
す
。 95 

筑後国府の位置

ヽ

筑
後
国
府
の

発
掘
調
査
は
、
昭
和
三
十
六

（
一
九
六
一

）
年
に
始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
発
掘

調
査
は
、
九
州
大
学
考
古
学
教
室
に
よ
り
行
わ

れ、

国
府
政
庁
（
国
府
の
中
心
施
設
で
、
政
務

・

儀
式
を
執
り
行
う
場）

に
お
け
る
調
査
と
し
て

は
全
国
初
と
な
る
も
の
で
し
た
。
こ
の
発
掘
調

査
で
は
、
政
庁
の
建
物
跡
や
築
地
塀
、
大
量

の

古
瓦
な
ど
が
発
見
さ
れ
、
そ
の
後
の
発
掘
調
査

に
と
っ
て
、
大
き
な
指
針
と
な
り
ま
し
た
。
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▲昭和 36年の発掘調査を紹介した市政くるめ

▲昭和 36(1961)年の発掘調査の様子 ▲出土した古瓦などの遺物



▲風祭地区での発掘調査 (1978年）

久
留
米
市
に
よ
る
発
掘
調
査
は
、
合
川
町
に

住
宅
が
た
く
さ
ん
建
ち
始
め
た
昭
和
四
十
年

代
後
半
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
第

一
次
調
査
は
、

昭
和
四
十
八
(
-
九
七
三
）年
二
月
、
福
岡
教
育

大
学
久
留
米
分
校
に
委
託
さ
れ
、
高
良
川
に
近

い
古
宮
地
区
と
、
政
庁
推
定
地
の
阿
弥
陀
地
区

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
年
の
十
月
に
は
、
久

留
米
市
教
育
委
員
会
に
よ
る
開
発
に
先
立
つ

事
前
措
附
と
し
て
、
本
格
的
に
筑
後
国
府
跡
の

発
掘
調
査
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
の

発
掘
調
査
で

は
、
古
代
御
井
駅
（
都
と
地
方
を

結
ぶ
幹
線
道
路
沿

い
に
設
け
ら
れ
た
中
継
拠

点
）
推
定
地
の
葉
山
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
が
、

御
井
駅
に
関
す
る
発
見
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。

筑
後
国
府
跡
の
発
掘
調
査
は
、
現
在
ま
で
に

ニ
四
九
回
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
長
き
に
わ

た
る
調
査
・
研
究
に
よ
り
、
筑
後
国
府
跡
の
具

体
像
が
徐
々
に
明
ら
か
に
な

っ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
の
成
果
は
、
以
前
の

『筑
後
国
府
通
信
』

で
も
お
伝
え
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
重
要
性
か

ら
、
平
成
八
(
-
九
九
六
）
年

に
は
国
史
跡
に
指

定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
地
元
の
皆
様
の
こ

協
力
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
す
。
今
後
は
、
将
来

に
わ
た
っ
て
保
存
さ
れ
て
い
く
史
跡
筑
後
国

府
跡
を
、
久
留
米
の
宝
と
し
て
、
そ
し
て
学
習

の
場
や
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
活
用
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲役人が使った食器類
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平成23年度は、筑後国府の発掘調酉が開始され、約50年目にあたることから、久留米市役

所と小郡市の九州歴史資料館で「第3回筑後国府展』を開催しました。あわせて、筑後国府の

見どころを調査員が解説して歩く 「筑後国府を歩こう」や、同じ筑後国内で発見されていて、

筑後国府と同様の行政機関である国指定史跡の小郡官街遺跡 ・上岩田遺跡・下高橋官術遺

跡、 そして造られた時代は異なりますが、国史跡 • EB主丸大塚古墳を巡るバスツアーを開催

しました。

このバスツアーでは、小郡市、大刀洗町の専門睦員やホランティアの方々に史跡の解説を

していただき参加者のみなさんは、調酉・ 研究成果などの説明に熱心に耳を傾けていらっ

しゃいました。その後、筑後国府跡にも立ち寄り、見どころを歩いて回りました。合後も、こ

のような企画を続けていきたいと思いますのでみなさんもこ参加ください。

▲バスツアーの様子


